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請
　
願

◆
請
願
第
１
号　

遠
野
市
の
河
川
へ
の
土

砂
流
出
防
止
に
関
す
る

請
願

﹇
請
願
者
﹈　
柏
木
平
地
区
自
治

組
織
連
絡
協
議
会

会
長　

多
田　

裕

 

（
継
続
審
査
）

付
託
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
長

報
告
要
旨

　
河
川
流
域
地
区
民
の
不

安
や
懸
念
は
極
め
て
大
き

な
も
の
で
あ
り
、
同
情
の

念
を
禁
じ
得
な
い
。

　
当
該
協
議
会
が
、
ソ
ー

ラ
ー
発
電
事
業
者
及
び
工

事
施
行
業
者
と
の
間
で
交

わ
さ
れ
た
確
認
事
項
に
つ

い
て
、
遠
野
市
に
よ
る
指

導
等
の
実
施
状
況
の
確

認
、
現
地
の
状
況
等
の
確

認
、
請
願
の
よ
り
確
か
な

願
意
の
内
容
把
握
に
努
め

る
必
要
性
が
あ
り
「
継
続

審
査
」
と
し
た
。

議
案
審
議

議
案
第
３
号

令
和
元
年
度
遠
野
市

一
般
会
計
補
正
予
算

︵
第
６
号
︶

　
議
案
第
３
号
令
和
元
年

度
遠
野
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）
に
計
上

さ
れ
た
道
の
駅
魅
力
ア
ッ

プ
事
業
費
風
の
丘
改
修
工

事
請
負
費
５
億
３
４
０
０

万
円
に
つ
い
て
、
改
修
の

目
的
や
必
要
性
、
整
備
の

効
果
が
期
待
さ
れ
る
改
修

に
つ
い
て
等
、
活
発
に
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

本
会
議
で
は
、
反
対
・
賛

成
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
討
論
の
内
容
は
次
頁
の

と
お
り
で
す
。）
↖

　
小
松
　
正
真
　
議
員

　

今
回
風
の
丘
改
修
予
算

を
削
除
す
る
修
正
予
算
を

提
出
し
た
が
、
却
下
さ
れ

た
の
で
補
正
予
算
全
て
に

反
対
す
る
。
遠
野
ふ
る
さ

と
公
社
の
組
織
変
更
を
行

う
計
画
だ
が
、
方
向
性
も

見
え
な
い
ま
ま
改
修
を
し

て
は
い
け
な
い
。
商
品
開

発
等
の
ソ
フ
ト
面
を
改
善

し
た
上
で
、
ハ
ー
ド
事
業

で
あ
る
改
修
を
行
う
と
い

う
方
向
性
に
す
べ
き
で
、

現
時
点
で
の
風
の
丘
の
改

修
計
画
は
不
十
分
で
あ

る
。

　
佐
々
木
恵
美
子
　
議
員

　

カ
ー
ト
や
車
い
す
の
動

線
、
商
品
棚
や
備
品
の
配

置
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
改
修
か
不
明
瞭
。

多
目
的
ト
イ
レ
に
ベ
ッ
ト

を
備
え
る
等
、
更
に
機
能

の
充
実
を
図
る
べ
き
。
女

性
視
点
は
取
り
入
れ
ら
れ

た
か
。
郷
土
食
体
験
や
六

次
産
業
な
ど
、
誰
も
が
利

用
で
き
る
自
由
工
房
を
設

け
、
増
客
を
図
る
考
え
は

な
い
か
。
わ
く
わ
く
す
る

風
の
丘
、
二
十
年
後
の
風

の
丘
を
見
据
え
て
検
討
す

べ
き
。

　
荒
川
　
栄
悦
　
議
員

　

時
間
を
か
け
て
検
討
し

た
と
い
い
な
が
ら
も
答
弁

で
当
局
の
曖
昧
さ
が
多
か

っ
た
。
良
い
施
設
を
創
ろ

う
と
い
う
意
思
が
委
員
会

の
議
論
で
は
弱
か
っ
た
。

な
ぜ
か
急
ぎ
過
ぎ
と
思

う
。

　

防
災
拠
点
に
つ
い
て

も
、
指
定
管
理
者
と
行
政

と
の
間
で
検
討
さ
れ
て
な

い
。
産
直
組
合
と
も
意
見

交
換
さ
れ
て
い
な
い
。
利

用
に
不
安
が
残
る
。

　

ま
た
、
予
算
の
減
額
修

正
案
が
議
論
さ
れ
な
か
っ

た
の
が
残
念
。

　
菊
池
　
巳
喜
男
　
議
員

　

こ
の
事
業
は
、
総
合
的

な
産
業
振
興
拠
点
施
設
と

し
て
の
機
能
を
向
上
さ

せ
、
内
陸
と
沿
岸
部
の
地

の
利
を
活
か
し
た
魅
力
と

存
在
感
を
高
め
る
こ
と

は
、
国
道
２
８
３
号
の
交

通
量
が
減
少
す
る
中
、
看

過
で
き
な
い
重
要
な
施

策
。

　

従
業
員
の
意
欲
を
更
に

高
め
な
が
ら
改
修
を
進

め
、
さ
ら
な
る
利
用
者
を

引
き
込
み
、
市
内
へ
の
波

及
効
果
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
期
待
す
る
。

　
菊
池
　
美
也
　
議
員

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓

か
ら
、
風
の
丘
に
は
「
防

災
機
能
」
の
発
揮
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
市
地
域
防

災
計
画
並
び
に
県
広
域
防

災
拠
点
配
置
計
画
は
防
災

拠
点
の
位
置
付
け
で
あ
る

が
、
整
備
は
不
十
分
。
平

成
28
年
度
か
ら
の
協
議
計

画
が
あ
っ
た
か
ら
、
地
方

創
生
拠
点
整
備
交
付
金
に

迅
速
な
申
請
が
で
き
た
。

　

補
正
予
算
案
は
、
総
合

計
画
の
構
想
に
合
致
し
、

調
和
と
均
衡
の
と
れ
た
編

成
で
あ
る
。

　
菊
池
　
浩
士
　
議
員

　

遠
野
風
の
丘
の
機
能
強

化
と
、
拠
点
の
向
上
を
図

る
も
の
で
あ
り
、
市
内
１

５
０
事
業
主
に
と
っ
て
も

重
要
な
市
場
で
あ
る
。
そ

の
機
能
向
上
は
、
市
民
に

歓
迎
さ
れ
る
も
の
と
考
え

る
。
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
に
お
い
て
期
待
が
持
て

る
事
業
内
容
と
見
て
取
れ

る
。

　

風
の
丘
の
改
修
工
事

は
、
地
方
創
生
と
い
う
追

い
風
に
帆
を
立
て
る
重
要

な
事
業
で
あ
る
と
認
識
し

賛
成
す
る
。

　

令
和
２
年
３
月
定
例
会
を
、

２
月
25
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で

の
18
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
今
定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
、

９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政

を
問
い
ま
し
た
。

　

市
が
提
出
し
た
条
例
10
件
、

予
算
15
件
、
そ
の
他
２
件
の
全

27
件
の
議
案
は
、
予
算
等
審
査

特
別
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
補
正
予
算
を
議
決
し

た
３
月
6
日
の
本
会
議
に
提
出

さ
れ
た
修
正
動
議
は
、
審
査
す

る
時
期
を
逸
し
て
い
る
と
し
て

却
下
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
終
日
の
本
会
議
で

は
、
副
市
長
、
教
育
委
員
、
監

査
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
う
人
事
案
件
８
件

が
提
案
さ
れ
、
同
意
し
ま
し
た
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

3
月
定
例
会

令和2年度一般会計予算
172億5,000万円を可決

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17

議員氏名

小
松　
正
真

佐
々
木
恵
美
子

菊
池　
浩
士

佐
々
木
敦
緒

佐
々
木
僚
平

小
林　
立
栄

菊
池　
美
也

萩
野　
幸
弘

瀧
本　
孝
一

多
田　
勉

菊
池
由
紀
夫

菊
池
巳
喜
男　

照
井　
文
雄

荒
川　
栄
悦

安
部　
重
幸

新
田　
勝
見

佐
々
木
大
三
郎
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